
新潟県の採卵鶏農場で 

高病原性鳥インフルエンザ発生！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆野鳥や野鳥生息環境から高病原性鳥インフルエンザウイルスが検出 

されており、全国的に発生リスクが非常に高まっています。 

【野鳥における鳥インフルエンザ検出状況】（令和 7年 1１月 7日現在） 

事例

No. 
検体回収場所 回収日 種名・種類 亜型 

9 北海道鶴居村 10/31 衰弱野鳥（タンチョウ） H5N1 亜型 

10 北海道中標津町 10/30 死亡野鳥（タンチョウ） H5N1 亜型 

11 山形県三川町 11/5 衰弱野鳥（ノスリ） H5亜型 

12 鹿児島県出水市 11/3 環境試料（水） H5N1 亜型 

13 鹿児島県出水市 11/3 環境試料（水） H5N1 亜型 

家畜衛生だより
令和７年 1１月 10 日No.３１ 
庄 内 家 畜 保 健 衛 生 所 
庄内地区家畜畜産物衛生指導協会 
ＴＥＬ ０２３５（６８）２１５１ 
ＦＡＸ ０２３５（６６）２４６６ 

【発生概要】 

国内４例目:新潟県胎内市 採卵鶏 約２８万羽飼養 

・11月８日 通報を受け立入検査を実施、簡易検査陽性 

・11月９日 遺伝子検査で疑似患畜確認 

鶏に異状が認められた際は速やかに当所まで通報を！ 

庄内家畜保健衛生所０２３５－６８－２１５１（夜間・休日は携帯に転送されます） 

ウイルス侵入防止のため、引き続き飼養衛生管理の徹底、鶏の

健康観察の励行、異状を認めた際の早期通報をお願いします。 
 

隣接県で 

継続発生！ 

庄内地域の野鳥でも確認されています！最大限の警戒を！！ 
 


